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平成２８年度 事業報告                

  

《平成２８年度事業報告》  

１．環境保全整備事業 

 

（１）植樹活動支援事業 

  ・全国５５ヶ所で約２４千本植樹（累計で１１３万本）。 

  ・市民グループ､NPO/NGO､地方自治体と連携し、また三菱東京UFJ銀行､三菱UFJ信託銀行､三菱  

 UFJ ﾓﾙｶﾞﾝｽﾀﾝﾚｰ証券の拠点の紹介を通じて、地域社会貢献として相応しい樹木寄贈案件を推進。                            

  ・寄贈対象分野は、水源・河川流域、及び学校、公園等公共施設を重視。     

 

寄 贈 対 象    件    数           本   数 

福祉施設 ７ヶ所  ９３０本 

公園・広場 １６ヶ所 ６,９２４本 

学校 ８ヶ所 ７７７本 

水源･河川流域 ７ヶ所 ９,３２７本 

里山保全  ８ヶ所  ２,０４５本 

病院・その他公共 ９ヶ所 ４,１６０本 

      合  計 ５５ヶ所       ２４,１６３本 

  

・地方自治体・市民団体との連携：４２件、２２,５２６本 

○大口・中長期案件： 

北海道「虹別コロカムイの会」、宮城県「牡蠣の森を慕う会」、栃木県「足尾に緑を育てる会」、「日

本ボーイスカウト栃木県連盟」、浦安市「うらやす絆の森植樹祭」、神奈川県「丹沢の緑を育む集い

実行委員会」、愛知県「どんぐり交流会植樹祭」、京都市「小倉山森林再生事業」、大阪府「共生の

森づくり」「四条畷市生駒山系花屏風五ヶ年計画」、広島県「県緑化センター・県立緑化植物公園」

「県立もみのき森林公園植樹祭」等 

  ○東日本大震災復旧支援案件：                                      

仙台市「ふるさとの杜再生プロジェクト」、宮城県亘理町「宮城県土地改良事業団体連合会植樹祭」

福島県相馬市「原釜・尾浜防災緑地植樹祭」                

 

（２）学校ビオトープづくり支援事業 

  ・関西、東海、関東で専門指導員を擁する団体（(公社)大阪自然環境保全協会、ビオトープ・ネット 

ワーク中部、(公財)埼玉県生態系保護協会）と提携し以下の学校で実施。併せて、本年度から(公財) 

日本生態系協会と新たに提携して支援対象先を全国に拡大。 

・札幌市／学校法人山の手学園 平和幼稚園、茨城県／東海村立村松小学校、埼玉県／所沢市立清進

小学校、神奈川県／横浜市立斎藤分小学校、愛知県／名古屋市立楠西幼稚園 の５校。累計で 

１２２校。 

 

（３）里山保全支援事業 

・新規支援先: 川崎市「小沢城址里山の会」（平成２８年度～３０年度）    

: 大阪府四条畷市「なわて山守隊」 （ 同上 ）               
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○現在の支援先合計７ヶ所： 

・成田市「北総里山倶楽部」（最終年度、年度活動回数２９回／１回当り参加人数１７名）、西東京市

「西原自然公園を育成する会」（最終年度、２４回／１８名）、京都市「景勝・小倉山を守る会」（１

２回／２３名）、静岡市「ホリデーの森」（１６回／１３名）、三重県いなべ市「いなべの里山を守

る会」(２４回／１２名)、川崎市「小沢城址里山の会」(２５回／１２名)、大阪府四条畷市「なわ

て山守隊」(２５回／２６名) 

 

２．環境教育事業 

 

（１）「みどりの絵コンクール」の開催                                       

   ・第４１回「みどりの絵コンクール」は、「みどりの絵」「わたしが守りたい身近な自然」の両部門 

  に全国から２万５,０６４点の応募あり（累計約１３３万点）。 

 ・一次審査（10/14）、本審査（10/28）を経て、環境大臣賞を含む最優秀賞９点、優秀賞３４点、

入選４０８点を選定。最優秀賞受賞者９名と家族が出席して表彰式を東京都内で開催（12/10）。 

○入賞作品の展示状況 

   ・１２月の表彰式に合わせて、毎日新聞全国紙や毎日小学生新聞に最優秀賞９点を掲載。 

また、ホームページ上に入賞者の全氏名と、最優秀賞９点及び優秀賞３４点を掲載。                                                                  

・新宿御苑インフォメーションセンター内アートギャラリーで１３日間（4/26～5/8）､第４０回の 

最優秀賞、関東地区（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の優秀賞及び入選を展示。 

・三菱東京UFJ銀行の営業拠点を活用して第４０回入賞作品を展示。 

～大阪営業部（8/8～8/19）、名古屋営業部（8/8～8/19）、 

・三菱東京UFJ銀行大阪ビル(旧三和銀行本店)の建替え工事に伴い、１０月後半から御堂筋東側の 

工事用仮囲いに、第４０回の最優秀賞・優秀賞４３点を掲載。 

     

（２）大学向け寄附講座の開講                  

   ・東京農工大学にて全体テーマ「農・工で取り組む環境科学・環境工学Ⅰ・Ⅱ 」の２年目講座開講。 

半期２単位で前期後期合計受講登録者数約１５０名、年間全体で３０講義。 

・前期は農学部担当の「大気・水・土壌の環境と生き物」のテーマで、講義１２回、実習２回、公開

シンポジウム１回開催。後期は工学部担当の「大気・水・土壌の環境保全とエネルギー有効利用の

技術」のテーマで、講義９回、実習５回、公開シンポジウム１回開催。   

                                

（３）地球環境問題映画会の開催               

   ・名古屋市科学館にて「第２３回生きている地球の記録」映画会開催（7/24）。 

「グリーンイメージ国際環境映像祭２０１６」の入賞作品６本を無料上映し、１７０名来場。                          

  ・大阪歴史博物館でも、第４回大阪映画会開催（8/28）。同映像祭の入賞作品５本を無料上映し 

２０９名来場。                            

 

（４）啓発図書の発行                                        

 ○既存図書提供 

・「樹の本」等の図鑑シリーズ ７,９６３冊、中部関連ガイドブック １,４１０冊を提供。 

特に今井理事のご紹介により、高尾山森林マラソン(記念大会)の全参加者を対象に「樹の本」 

「野草の本」を各々１,５００冊ずつ配布。 

・木のミニ診断カルテを活用した樹木教室：大阪自然環境保全協会主催／大阪自然環境市民大学・

自然観察インストラクター養成講座等 ４０冊提供。 
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・「環境指標種１００」活用：大阪自然環境保全協会主催のリーダー養成関連講座７６冊提供。 

               関東の里山保全支援団体等４０冊提供。              

    

３．体験活動事業 

 

（１）水源の森事業～ 公益的機能を重視した市民参画型の森づくり      

   ・今年度５回開催、延べ参加者２９５名。参加者層に合った各種プログラム内容（林業体験､自然 

観察会等）を提供。うち１回が子供向けの体験学習イベント。 

・本年度から公募の「自然ふれあい楽習」における自然観察会の対象地域を「奥利根水源の森」や 

谷川岳等に拡大し、参加者の多様なニーズに対応。 

・平成２３年７月末の新潟・福島集中豪雨による土砂崩落流出箇所については、平成２６年度から 

利根沼田森林管理署による治山ダム工事が順次行われて来たが、本年度は最終年度として、大規模

な土砂崩落斜面での山腹整備工事が行われた。                                                             

・オープン以来２０年経過。開催イベント数累計１６０回､延べ参加者累計８,９２０名 

        

（２）東海地区３県みどりの少年団「サマージャンボリー」の開催          

・第４１回サマージャンボリーを、国土緑化推進機構、愛知・三重・岐阜３県の緑化推進委員会及び

協会との共催で、岐阜県「岐阜市少年自然の家」で開催、参加者１１０名。 

  ・２泊３日(7/27～7/29)で、飯ごう炊飯、森林環境学習、ｳｫｰｸﾗﾘｰ、木工ｸﾗﾌﾄ体験、ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔ  ー等 

 

４．その他 

 

(１)ホームページのリニューアル 

 ・従来から財団職員手作りによるローコストのホームページ運営を行ってきたが、今後の対外的な 

イメージ向上と情報発信の更なる充実を目指して、外部専門業者による全面的な見直しを実施。 

  ・初期導入費用は、本年度 2,991,600円、来年度 777,600円 合計 3,769,200円 

 

(２)従たる事務所である名古屋支部の廃止 

 ・名古屋支部は、前身の東海財団時代より母体銀行から無償で貸与されて来たが、昨年４月新たに 

有償での賃貸契約締結の申し出があり、支部長が８年前から東京に駐在し現状殆ど使用していな

いことから、昨年の定時評議員会の決議を以って廃止した。 

 

(３)公益認定等委員会による立入検査 

 ・昨年８月１日に公益認定等委員会による立入検査が実施されたが、特に問題なく指摘事項はなし。 

但し、お願い事項として以下の点が挙げられた。 

  ○役員選任の際には、兼職状況を確認するため、毎回確認書や履歴書の提出をお願いすること 

  ○公益法人であるため、中元・歳暮は取り止めること 等 

 

 

なお、平成２８年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４ 

条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しな 

いものとします。 

 

                                        以上 



          　　　　　　　         　　　　　　平成２８年度正味財産増減計算書　　　　          

           （単位:円）

当年度 前年度 増減 備考

Ⅰ.一般正味財産増減の部
　 １.　経常増減の部
　　（１）経常収益

   基本財産運用益 18,391,608 12,462,930 5,928,678 償却原価額＋34,756円
   特定資産運用益 0 61 ▲ 61
   受取寄付金 55,000,000 55,000,000 0
   雑収益 20,339 68,061 ▲ 47,722
　　 経常収益計 73,411,947 67,531,052 5,880,895

　　（２）経常費用
①事業費
　 環境保全整備事業 26,727,892 24,033,893 2,693,999
　　　樹木寄贈費 15,526,338 12,727,393 2,798,945
　　　里山保全助成金 2,100,000 2,100,000 0
　　　学校ビオトープ助成金 1,069,729 996,980 72,749
 　　 学校ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ指導料 125,000 0 125,000
　　　給与手当 6,017,998 5,984,774 33,224
　　　法定福利費 935,516 965,316 ▲ 29,800
　　　旅費交通費 522,409 707,385 ▲ 184,976
　　　諸謝金 180,000 180,000 0
　　　雑費 250,902 372,045 ▲ 121,143
　 環境教育事業 25,031,294 24,306,316 724,978
　　　大学向寄附講座助成金 4,000,000 3,000,000 1,000,000
　　　給与手当 4,593,972 4,605,413 ▲ 11,441
　　　法定福利費 398,186 412,650 ▲ 14,464
　　　旅費交通費 141,990 143,314 ▲ 1,324
　　　通信運搬費 2,125,480 2,147,498 ▲ 22,018
  　　臨時雇賃金 731,770 822,000 ▲ 90,230
　　　印刷製本費 1,090,299 1,114,603 ▲ 24,304
　　　委託費 2,201,049 2,202,874 ▲ 1,825
　　　後援負担金 540,000 540,000 0
　　　賞品費 4,742,562 4,570,268 172,294
　　　会場費　 1,451,307 1,429,950 21,357
　　　表彰者・旅費交通費 586,450 480,880 105,570
　　　備品・消耗品費 4,525 96,195 ▲ 91,670
　　　賃借料 724,076 721,978 2,098
　　　広告宣伝費 313,524 358,992 ▲ 45,468
　　　上映会場使用費 106,220 106,540 ▲ 320
　　　諸謝金 960,000 1,160,000 ▲ 200,000
　　　雑費 319,884 393,161 ▲ 73,277
　 体験活動事業 8,387,528 8,445,274 ▲ 57,746
　　　サマージャンボリー負担金 750,000 750,000 0
　　　給与手当 4,366,056 4,333,359 32,697
　　　法定福利費 681,463 701,633 ▲ 20,170
　　　旅費交通費 1,053,520 1,149,220 ▲ 95,700
　　　臨時雇賃金 245,000 180,000 65,000
　　　委託費 530,000 543,000 ▲ 13,000
　　　備品・消耗品費 16,877 6,983 9,894
　　　貸切バス費 440,610 473,470 ▲ 32,860
　　　支払保険料 74,292 55,323 18,969
　　　雑費 229,710 252,286 ▲ 22,576
　 事業費計 60,146,714 56,785,483 3,361,231
②管理費
　　　役員報酬 1,287,266 1,860,578 ▲ 573,312
　　　給与手当 4,811,255 4,804,670 6,585
　　　法定福利費 634,412 550,445 83,967
　　　旅費交通費 437,173 358,297 78,876
　　　通信運搬費 413,934 377,569 36,365
　　　備品・消耗品費 89,750 241,768 ▲ 152,018
　　　賃借料 1,525,020 1,525,020 0
　　　会議費 278,681 328,837 ▲ 50,156
　　　監査報酬 648,000 648,000 0
　　　図書新聞費 101,081 96,888 4,193
　　　諸会費 207,200 201,200 6,000
　　　雑費 3,478,939 639,419 2,839,520 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作製費2,991,600円
   管理費計 13,912,711 11,632,691 2,280,020
　 　経常費用計 74,059,425 68,418,174 5,641,251
　 　　 当期経常増減額 ▲ 647,478 ▲ 887,122 239,644

 　２.　経常外増減の部
　　（１）経常外収益

　　 経常外収益計 0 0 0

　　（２）経常外費用
　 　経常外費用計 0 0 0
　　 当期経常外増減額 0 0 0
　　 当期一般正味財産増減額 ▲ 647,478 ▲ 887,122 239,644
　　 一般正味財産期首残高 300,046,403 300,933,525 ▲ 887,122
　　 一般正味財産期末残高 299,398,925 300,046,403 ▲ 647,478

Ⅱ.指定正味財産増減の部
　　　  基本財産運用益 21,562,113 19,035,315 2,526,798 償却原価額＋86,849円
　　　  受取寄付金 55,000,000 55,000,000 0
　　　  一般正味財産への振替額 72,069,521 65,925,054 6,144,467
　　 当期指定正味財産増減額 4,492,592 8,110,261 ▲ 3,617,669
　　 指定正味財産期首残高 1,812,397,646 1,804,287,385 8,110,261
　　 指定正味財産期末残高 1,816,890,238 1,812,397,646 4,492,592

Ⅲ.正味財産期末残高 2,116,289,163 2,112,444,049 3,845,114

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

科       目



(単位：円）

環境保全整備事業 環境教育事業 体験活動事業 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 11,034,965 11,034,965 7,356,643 18,391,608

基本財産受取利息 11,034,965 11,034,965 7,356,643 18,391,608

受取寄附金 0 0 0 48,443,932 48,443,932 6,556,068 55,000,000

受取寄附金 48,443,932 48,443,932 6,556,068 55,000,000

雑収益 0 0 15,327 5,012 20,339 0 20,339

預金受取利息 5,012 5,012 5,012

雑収益 15,327 15,327 15,327

経常収益計 0 0 15,327 59,483,909 59,499,236 13,912,711 73,411,947

（２）経常費用

事業費 26,727,892 25,031,294 8,387,528 0 60,146,714 60,146,714

樹木寄贈費 15,526,338 15,526,338 15,526,338

里山保全助成金 2,100,000 2,100,000 2,100,000

学校ビオトープ助成金 1,069,729 1,069,729 1,069,729

学校ビオトープ指導料 125,000 125,000 125,000

大学向け寄附講座助成金 4,000,000 4,000,000 4,000,000

サマージャンボリー負担金 750,000 750,000 750,000

給与手当 6,017,998 4,593,972 4,366,056 14,978,026 14,978,026

法定福利費 935,516 398,186 681,463 2,015,165 2,015,165

旅費交通費 522,409 141,990 1,053,520 1,717,919 1,717,919

通信運搬費 2,125,480 2,125,480 2,125,480

臨時雇賃金 731,770 245,000 976,770 976,770

印刷製本費 1,090,299 1,090,299 1,090,299

委託費 2,201,049 530,000 2,731,049 2,731,049

後援負担金 540,000 540,000 540,000

賞品費 4,742,562 4,742,562 4,742,562

会場費 1,451,307 1,451,307 1,451,307

表彰者・旅費交通費 586,450 586,450 586,450

備品・消耗品費 4,525 16,877 21,402 21,402

賃借料 724,076 724,076 724,076

広告宣伝費 313,524 313,524 313,524

上映会場使用費 106,220 106,220 106,220

貸切バス費 440,610 440,610 440,610

支払保険料 74,292 74,292 74,292
諸謝金 180,000 960,000 1,140,000 1,140,000

雑費 250,902 319,884 229,710 800,496 800,496

管理費 13,912,711 13,912,711

役員報酬 1,287,266 1,287,266

給与手当 4,811,255 4,811,255

法定福利費 634,412 634,412

旅費交通費 437,173 437,173

通信運搬費 413,934 413,934

備品・消耗品費 89,750 89,750

賃借料 1,525,020 1,525,020

会議費 278,681 278,681

監査報酬 648,000 648,000

図書新聞費 101,081 101,081

諸会費 207,200 207,200

雑費 3,478,939 3,478,939

経常費用計 26,727,892 25,031,294 8,387,528 0 60,146,714 13,912,711 74,059,425

△ 26,727,892 △ 25,031,294 △ 8,372,201 59,483,909 △ 647,478 0 △ 647,478

基本財産評価損益等 0 0

特定資産評価損益等 0 0

0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 26,727,892 △ 25,031,294 △ 8,372,201 59,483,909 △ 647,478 0 △ 647,478

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0

△ 26,727,892 △ 25,031,294 △ 8,372,201 59,483,909 △ 647,478 0 △ 647,478

一般正味財産期首残高 300,046,403

一般正味財産期末残高 299,398,925

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益 12,937,268 12,937,268 8,624,845 21,562,113

受取寄附金 55,000,000 55,000,000 55,000,000

△ 65,241,713 △ 65,241,713 △ 6,827,808 △ 72,069,521

当期指定正味財産増減額 0 0 0 2,695,555 2,695,555 1,797,037 4,492,592

指定正味財産期首残高 1,812,397,646

指定正味財産期末残高 1,816,890,238

Ⅲ　正味財産期末残高 2,116,289,163

評価損益等調整前当期経常増減額

投資有価証券評価損益等

当期一般正味財産増減額

一般正味財産への振替額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年度正味財産増減計算書内訳表　　　　　　　　　　　　　　　
平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

科     目
公益目的事業会計

法人会計 合計



      平成２９年３月３１日現在

            （単位：円）

　　　　　       　科　　　目 　　     当年度 　　　  前年度 　　　    増減

Ⅰ.資産の部

　１.  流動資産

　　　　　　　現金預金 37,582,922 38,772,072 ▲ 1,189,150

　　　　　　　未収金 6,367,027 5,860,111 506,916

　　　　　　流動資産合計 43,949,949 44,632,183 ▲ 682,234

　２.　固定資産

　　　（１）基本財産

　　　　　　　定期預金(指定正味財産) 60,177,901 279,272,158 ▲ 219,094,257

　　　　　　　定期預金(一般正味財産) 329,400 30,329,400 ▲ 30,000,000

　　　　　　　有価証券(指定正味財産) 1,756,712,337 1,533,125,488 223,586,849

　　　　　　　有価証券(一般正味財産) 242,296,687 212,261,931 30,034,756

　　　　　 基本財産合計 2,059,516,325 2,054,988,977 4,527,348

　　　（２）特定資産

　　　　　　　分収育林｢水源の森」 12,822,889 12,822,889 0

　　　　　 特定資産合計 12,822,889 12,822,889 0

　　　　　 固定資産合計 2,072,339,214 2,067,811,866 4,527,348

　　　　　 資産合計 2,116,289,163 2,112,444,049 3,845,114

Ⅱ.負債の部

　１.  流動負債

　　　　　 流動負債合計 0 0 0

　２.  固定負債

　　　　　 固定負債合計 0 0 0

　　　　　 負債合計 0 0 0

Ⅲ.正味財産の部

　１.  指定正味財産

　　　　　　　寄付金 1,816,890,238 1,812,397,646 4,492,592

　　　　　 指定正味財産合計 1,816,890,238 1,812,397,646 4,492,592

　　　　　　（うち基本財産への充当額） (1,816,890,238) (1,812,397,646) 4,492,592

　２.  一般正味財産 299,398,925 300,046,403 ▲ 647,478

    　　　　（うち基本財産への充当額) (242,626,087) (242,591,331) 34,756

    　　　　（うち特定資産への充当額) (12,822,889) (12,822,889) 0

　　　　　 正味財産合計 2,116,289,163 2,112,444,049 3,845,114

　　　　　 負債及び正味財産合計 2,116,289,163 2,112,444,049 3,845,114

                                          貸   借   対   照   表



　財務諸表に対する注記

1 . 重要な会計方針
① 有価証券の評価基準及び評価方法

保有している有価証券は全て満期保有であり、その評価基準は償却原価法(定額法)を採用している
② 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産・・・・定率法を採用している
③ 消費税等の会計処理

税込方式を採用している

2 . 重要な会計方針の変更
該当なし

3 . 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産
定期預金(指定正味)
定期預金(一般正味)
有価証券(指定正味)
有価証券(一般正味)

特定資産
分収育林「水源の森」

4 . 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産
定期預金(指定正味)
定期預金(一般正味)
有価証券(指定正味)
有価証券(一般正味)

特定資産
分収育林「水源の森」

5 . 担保に供している資産
該当なし

6 . 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
該当なし

7 . 保証債務等の偶発債務
該当なし

8 . 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益（単位：円）

国債
政府保証債
地方債
社債

合　　計
※銘柄別の内訳は、財産目録の欄外脚注をご参照

9 . 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
該当なし

10 . 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳（単位：円）

経常収益への振替額
基本財産運用益の振替額
受取寄付金の振替額

以上

小　　計

科　　目

小　　計
合　　計

科　　目

小　　計

小　　計

12,822,889
合　　計

72,069,521

内　容

合　計

金額

17,069,521
55,000,000

前期末残高

1,312,500,000 1,358,586,700 46,086,700

科   目 帳簿価額 時価

30,329,400

212,261,931

1,756,712,337

2,059,516,325 1,816,890,238

(単位:円)
当期減少額 当期末残高

558,544,316

176,488,460 1,756,712,337

0

（うち一般正味財
産からの充当額）

0
0

329,400

2,059,516,325

12,822,889

242,296,687

60,177,901

0

（うち負債に対応
する額）

(単位:円)

12,822,889

93,294,000

0

140,035,360

0

400,075,309

942,854,728

当期増加額

12,822,889 0

242,296,687

329,400

（うち指定正味財
産からの充当額）

1,756,712,337
0

当期末残高

0

339,450,059279,272,158

60,177,901

12,822,889

63,294,000

2,054,988,977

12,822,889
0

1,533,125,488

938,327,380

110,000,604
938,327,380

0

2,067,811,866

0
0

371,698,463 387,984,490

12,822,8890

242,626,087
242,296,687

060,177,901

0

942,854,728

012,822,889

0

2,072,339,214

329,400

1,999,009,024 2,068,438,290

255,448,976

69,429,266

100,000,000
214,810,561

1,368,000
5,688,539220,499,100

101,368,000
16,286,027

評価損益

2,072,339,214 1,816,890,238



１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している

２．引当金の明細

該当なし

以上

附属明細書

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで




